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【丸
山
光
雄
議
員
】 

 

Ⅰ
、
道
の
駅

「せ
せ
ら
ぎ

の
里
こ
う
ら
」
の
管
理

運
営
な
ら
び
に
関
連

す
る
振
興
策 

昨
年
12

月
議
会
で
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

な
ど
3

社
の
合
同
企
業
体
に
指

定
管
理
移
行
が
決
ま
り
、
町
民
か

ら
不
安
な
ど
様
々
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
道
の
駅
に

か
か
わ
る
事
業
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
、
甲
良
町
政
に
も
大
き
く

作
用
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
当
局
が
目
的
と
し
た
「農

業
振
興
」
と

「地
域
振
興
」
に
道

の
駅
事
業
を
活
か
せ
る
の
か
、
い

な
か
、
だ
と
思
う
。 

 

１
、
合
同
企
業
体
と
締
結

（て
い

け
つ
）
し
た
協
定
書
の
内
容
を

い
ち
早
く
議
会

・
町
民

・
関
係

団
体
に
公
開
す
べ
き
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。 

２
、
そ
の
中
に
赤
字
が
出
た
場
合

の
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
。

一

定
期
間
の
後
は

「赤
字
額
を
町

は
補
填
し
な
い
」
と
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。
見
解
は
。 

３
、
生
産
者
組
合
と
の
合
意
は
ど

う
か
。
組
合
の
意
見
を
最
大
限

尊
重
す
べ
き
だ
が
、
見
解
は
。 

４
、
従
業
員
の
身
分
は
従
来
通
り

に
継
続
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
、
協
定
書
で
は
、
ど
の
よ
う

に
明
記
さ
れ
て
い
る
か
。 

５
、
町
内
農
産
物
や
加
工
品
の
割

合
を
高
め
、
町
内
産
業
の
育
成

を
重
視
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
何
を
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る

か
。
過
去
に
取
り
組
ん
で

き
た
長
寺
地
区
の
ゆ
ず
、

在
士
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど

が
、
本
町
の
道
の
駅
を
は

じ
め
、
市
場
に
出
荷
さ
れ

る
ま
で
の
力
量
を
つ
け
て

き
た
の
か
。
継
続
的
な
指

導

・
援
助
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。 

６
、
加
工
所
を
現
在
の
給
食

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な

計
画
に
な

っ
て
い
る
か
。

利
用
者

・
関
係
者

の
要

望

・
意
見
を
十
分
反
映
す

る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。 

 

Ⅱ
、
環
境
問
題
を
町

民
と
と
も
に
考
え
る

上
で
も
燃
え
る
ゴ
ミ

の
週
２
回
収
集
は
切

実
で
す 

１
、
来
年
度
か
ら
週
２
回
収

集
を
４
ヶ
月
に
す
る
の

か
。
そ
し
て
、
通
年
の
週
２
回

収
集
実
施
に
向
け
て
の
検
討
状

況
は
ど
う
か
。 

 

【西
澤
議
員
】 

 
Ⅰ
、
原
発
そ
の
も
の
の
危

険
性
と
防
災
計
画
に
お

け
る
原
発
事
故
の
対
応 

１
、
高
浜
原
発
な
ど
の
再
稼
働
に

反
対
の
表
明
を
行
い
、
町
民
の

命
と
琵
琶
湖
を
守
る
立
場
を
明

ら
か
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。 

２
、
避
難
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て

の
現
状
と
課
題
は
ど
の
よ
う
に

掌
握
し
て
い
る
か
。 

平
成
27

年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
来
年
度
の
町
事
業
を
審
議

決
定
す
る
3

月
議
会
が
5

日
会
開
さ
れ
ま
す
。
丸
山
光
雄
議
員
と

西
澤
議
員
の
一
般
質
問
通
告
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
丸
山
光
雄

議
員
は
5

日
午
後
、
西
澤
議
員
は
6

日
午
前
に

一
般
質
問
で
す
。 

エコーホール 【入場無料】 

弁士：衆院議員清水ただし 

ごあいさつ： 

彦根犬上県政対策委員長 中川むつ子中川むつ子中川むつ子中川むつ子 

3 月議会日程 
4日 全員協議会：議案説明など 

5日 本会議：開会、議案提案、一

般質問（阪東・濱野・丸山光雄丸山光雄丸山光雄丸山光雄・

野瀬議員の順） 

6日 本会議：一般質問（西川・山

田・西澤西澤西澤西澤議員の順） 

9日 予算決算常任委員会 

10日 予算決算常任委員会 

11日 予算決算常任委員会予備 

16日 総務民生常任委員会 

17日 産業建設文教常任委員会 

20 日 本会議：質議、討論、採決

閉会 

傍聴よろしくお願いします 



 Ⅱ
、
介
護
保
険
に
つ
い
て 

１
、
「医
療

・
介
護
総
合
法
」
（略

称
）
に
基
づ
く

「新
総
合
事
業
」

の
導
入
を
同
法
の
付
則
第
14

条
を
適
用
し
、
そ
の
実
施
を
2

年
間
遅
ら
せ
る
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

２
、
第

6

期
介
護
保
険
事
業
に
あ

た

っ
て
、
保
険
料
の
算
定
に
つ

い
て
値
上
げ
を
し
な
い
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

３
、
政
府
が
、
今
年
8
月
か
ら
利

用
料
を
2

割
負
担
に
引
き
上

げ
る
方
針
を
固
め
て
い
る
も
と

で
、
町
独
自
の
助
成
措
置
を
検

討
し
て
ほ
し
い
が
。 

 

Ⅲ
、
低
所
得
者

・
生
活
困

窮
者
の
生
活
と
健
康
を

守
る
こ
と
は
町
政
の
大

事
な
仕
事 

国
民
健
康
保
険
は
町
民
の
健
康

維
持
の
拠
り
所
。
増
税
不
況
が
広

が
る
中
、
失
業
、
倒
産
、
非
正
規

雇
用
の
増
加
で
貧
困
と
格
差
は
ま

す
ま
す
深
刻
な
状
況
。 

１
、
国
保
税
に
関
す
る
以
下
の
実

態
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
す
。 

今
年
度
直
近
の
国
保
税
滞
納
世

帯
数
、
国
保
加
入
世
帯
数
に
対
す

る
滞
納
世
帯
の
割
合
、
差
し
押
さ

え
延
べ
件
数
、
同
実
数
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
金
額
、
滞
納
処
分
（換
金
）

件
数
と
そ
の
金
額
、
短
期
保
険

証

・
資
格
証
明
書
の
発
行
件
数
。 

２
、
町
行
政
が
町
民
の
財
産
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
で
あ
り
、
慎
重
な

上
に
も
慎
重
を
し
過
ぎ
る
こ
と

は
な
い
。
個
々
の
ケ
ー
ス
を
充
分

に
確
認
し
て
い
る
か
。 

３
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に
繰

り
入
れ
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
行
う
べ
き
で
は
。 

 

Ⅳ
、
人
口
減
少
の
克
服
課

題
を
考
え
る
視
点 

１
、
甲
良
町
に
お
い
て

「人
口
減
少

問
題
」
の
克
服
に
取
り
組
む
に
あ

た

っ
て
２
つ
の
柱
で
整
理
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
ひ
と

つ
目
は

「甲
良
町
か
ら
出
た
い
」

と
す
る
要
因
の
根
源
を
正
す
こ

と
。
二
つ
目
は
老
い
も
若
き
も
安

心
し
て
住
み
た
く
な
る
施
策
を

充
実
す
る
こ
と
。 

２
、
町
民
合
意
を
す
す
め
る
う
え
で
も

「甲
良
町
か

ら
出
た
い
」
と
考
え
る

一
因
と
な

っ
て
い
る

「行

事
が
多
す
ぎ
る
」
と
の
意
見
を
各
区
の
自
治
尊
重

の
立
場
で
提
起
す
る
こ
と
が
大
事
で
は
。
町
民
の

交
流
が
広
が
っ
て
い
る
今
、
行
政
が
事
実
上
主
導

す
る

「同
和
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

「人
権
集

会
」
「対
話
集
会
」
の
見
直
し
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
る
が
。 

３
、
推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
る
場
合
で
も
、
外
部
コ
ン

サ
ル
委
託
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
町
民
の
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
最
重
要
で

「住
み
よ
い
甲
良
に
し
よ

う
」
と
お
互
い
知
恵
を
出
し
合
い
、
企
画

・
立
案
も

含
め

「町
民
主
人
公
」
を
貫
く
こ
と
が
大
切
で
は
。 

20 年間で 

6311 億円 
「企業・団体献金を禁

止する」との口実で導入

された政党助成金は、20

年間で、何と！国民の税

金 6311 億円が日本共産

党以外の政党に山分け

されたのです。国民が支

持もしていない政党に

強制的に寄付させられ

た形です。 

 日本共産党は現在開

かれている国会の冒頭

に「政党助成金廃止法

案」を提出。政治をカネ

で汚す元凶となってい

る同制度を撤廃に追い

込むため共同を広げよ

うではありませんか。 

甲良民報 636号 2015年 3月 1日 


